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に設計している。このように入口部分と壁面の照度を明る

くし，視覚照度をアップさせることで，集客力を上げるこ

とを目論んでいる。

３．施設概要

3.1　天王寺店

　天王寺店は，1995年にショッピングセンター「天王寺ミ

オ」がオープンした際に開店した店舗（図１＜口絵＞）で，

2003年８月に改装するまで照明に関しては殆ど手を加えて

いなかった。改装前のベース照明は，メタルハライドラン

プ250Wのペンダントを使用していた。

　天王寺店は，壁・天井・床の三面全てが灰色で，更に天

井がスケルトンの為，視覚照度が確保しにくい意匠となっ

ている。しかも天井面にはダクトが張り巡らされており，

照明器具を設置出来る場所が非常に限られていたので，均

等に配灯することが不可能であった。しかし，全体的に明

るくすることが客先の希望だったので，ベース照明は1/2

照度角を80°に調整した LC6005（図２）を使用すること

で広い範囲に光を拡散させ，不規則な配灯ながらもベース

照明の照度を均一化させた。（図３）

　LC6005の有利な点は，パンチング部分から光が漏れて，

天井面や壁面をほのかに照らすことが出来ることである。

スポットライトでカバーすることの出来ない背の高い壁面

什器の上部を明るくすることや，暗くなりがちなスケルト

ン天井を明るくすることも可能となり，視覚照度を確保す

ることが出来た。シンプルな形状とパンチングのデザイン

が，無印良品の商品イメージに近いということも利点の一

つと言える。

　更に，セラルクス®150W（4300K）の使用により，演色

性も Ra65から Ra95へと格段に良くなった為，商品は色鮮

やかで魅力的な見え方をするようになった。全体の電気容

量も38.695kVAから20.765kVAまで下がり，ランニングコ
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図３　天王寺店　照度分布図

図４　みなとみらい店　店内

図５　照明器具　LC6050


